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徳島県立埋蔵文化財総合センター指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

埋蔵文化財総合 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター 指定管理候補者

センター

(選定理由）

公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターは，指定管理該当施設の設置目的を的確に把握し，

出土品，その他埋蔵文化財資料の適切な展示・解説，自主事業実施等による文化財の活用・

保護啓発，及び利用者アンケートに基づいたサービス向上について提案している。

収支面においては，コストの縮減に努めるとともに，安定した管理のための経営基盤につ

いても問題がないと認められるため，指定管理候補者として適任であると判断した。

２ 教育委員会指定管理候補者選定委員会委員名簿

役 職 氏 名

徳島大学総合科学部教授 平井 松午

株式会社ときわ代表取締役専務 髙畑 富士子

公益財団法人徳島県勤労者福祉ネッ 久積 育郎

トワーク理事長

公認会計士・税理士 真鍋 恵美子

副教育長 小原 直樹

教育次長（高校再編・特別支援担当） 松山 隆博

教育総務課長 桒原 孝司

３ 選定の経緯

平成２６年 ７月１１日 第１回選定委員会(募集要項の承認・審査基準の決定）

２２日 募集要項の公表・配布開始

８月２７日 現地説明会の開催

９月１２日 募集要項配布終了

９月１６日～２４日 申請書類受付

１０月２２日 第２回選定委員会(書類審査，選定）

選定委員会からの審査結果報告書受理

４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 総合評価

埋蔵文化財総合センタ－ 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター 適



５ 埋蔵文化財総合センタ－指定管理候補者の主な提案内容

審 査 項 目 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センタ－の主な提案内容

県民の平等な利用 １ 施設の管理運営方針

の確保と施設の効 県内で発掘された埋蔵文化財を保存し，その活用を図り，県民文

用の最大限の発揮 化の向上に資するという設置目的に沿って，利用者の円滑な施設利

用を図る。

・展示資料に沿った解説シ－トの作成

・受付案内員及び考古学専門職員の学芸員による展示解説

２ 利用者ニ－ズの把握・分析とその活用

アンケ－ト調査の実施(利用者の満足度，要望等)

調査結果分析による効果的な自主事業の実施

３ 自主的な事業の実施

企画展・考古学専門講座・各種体験学習の実施

文化財ボランティアの養成と活動支援

効果的な管理運営 １ 適正な管理運営

（経済性の追求） ・指定管理業務と他の業務の兼任による人件費の削減

・競争入札の実施，体験学習材料の再使用などによるコストの削減

２ 収支計画（基準額との対比）

基準額(円） 提案額(円)

Ｈ27 14,882,400 14,882,400

Ｈ28 14,104,800 14,104,800

Ｈ29 14,636,160 14,636,160

債務負担行為限度額 43,625,000

安定した管理のた １ 施設の維持管理

めの人的・物的経 ・毎日の定期的な施設内外の点検の実施及び業務日誌の作成

営基盤の状況 ・会議・研修会参加による管理運営の知識と技術の習得

・危機管理マニュアルに基づく訓練や指導の徹底，事故発生時の迅

速な連絡体制の確立

２ 職員体制

正規職員２名（兼務），臨時職員１名を確保

地域への貢献及び １ 地域への貢献及び連携

連携等 ・植栽管理・除草業務の県内業者への委託

・受付案内業務等の地元シルバ－人材センタ－への委託

・板野町歴史文化公園との有機的連携


